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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の駆動信号に従って超音波ビームを形成して被検体に送信すると共に、被検体から
反射される超音波エコーを受信して複数の受信信号をそれぞれ生成する複数の超音波トラ
ンスデューサを含む超音波用探触子と、
　前記超音波用探触子から複数の異なる送信方向に複数の超音波ビームを順次送信するこ
とによって被検体を所定の走査範囲に渡って走査するように、複数の駆動信号を前記複数
の超音波トランスデューサにそれぞれ供給する送信手段と、
　前記複数の超音波トランスデューサが超音波エコーを受信することによって得られる複
数の受信信号に対して位相整合処理を施すことにより、前記被検体の走査範囲に含まれる
全ての画素における超音波エコーの波形情報を表す波形信号を生成する走査方式変換手段
と、
　前記走査方式変換手段によって生成された波形信号に基づいて、前記被検体の走査範囲
に含まれる全ての画素における輝度を表す画像信号を生成する画像信号生成手段と、
　前記複数の異なる送信方向について前記画像信号生成手段によって生成された複数種類
の画像信号をそれぞれ格納する格納手段と、
　前記格納手段に格納されている複数種類の画像信号によって表される画像を合成するこ
とにより１種類の画像信号を求める画像合成手段と、
を具備する超音波撮像装置。
【請求項２】
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　前記走査方式変換手段が、セクタスキャン方式に従って被検体を走査することによって
得られる受信信号を、表示装置において用いられる走査方式に従う波形信号に変換する、
請求項１記載の超音波撮像装置。
【請求項３】
　前記走査方式変換手段が、１つの送信方向について得られる複数の受信信号に基づいて
、前記被検体の走査範囲に含まれる全ての画素のそれぞれについて１種類の波形信号を生
成する、請求項１又は２記載の超音波撮像装置。
【請求項４】
　前記走査方式変換手段が、波形信号に対して補間処理を施すことなしに、前記被検体の
走査範囲に含まれる全ての画素についての波形信号を生成する、請求項１～３のいずれか
１項記載の超音波撮像装置。
【請求項５】
　前記画像信号生成手段が、前記走査方式変換手段によって生成される波形信号によって
表される波形の実効値を求めることにより、前記被検体の走査範囲に含まれる全ての画素
における輝度を表す画像信号を生成する、請求項１～４のいずれか１項記載の超音波撮像
装置。
【請求項６】
　前記画像信号生成手段が、前記走査方式変換手段によって生成される波形信号によって
表される波形のエンベロープを検出することにより、前記被検体の走査範囲に含まれる全
ての画素における輝度を表す画像信号を生成する、請求項１～４のいずれか１項記載の超
音波撮像装置。
【請求項７】
　前記画像合成手段が、前記格納手段に格納されている複数種類の画像信号によってそれ
ぞれ表される複数の輝度値を加算平均することにより１種類の画像信号を求める、請求項
１～６のいずれか１項記載の超音波撮像装置。
【請求項８】
　前記画像合成手段が、前記格納手段に格納されている複数種類の画像信号によってそれ
ぞれ表される複数の輝度値に所定の係数を掛けて加算することにより１種類の画像信号を
求める、請求項１～６のいずれか１項記載の超音波撮像装置。
【請求項９】
　前記画像合成手段が、前記格納手段に格納されており１画面を構成する複数のセクショ
ンの画像をそれぞれ表す複数種類の画像信号を組み合わせることにより１種類の画像信号
を求める、請求項１～６のいずれか１項記載の超音波撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波を送受信して被検体の超音波画像を表示することにより、生体内の臓
器の診断や非破壊検査を行うために用いられる超音波撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、超音波診断装置や工業用の探傷装置等の超音波撮像装置においては、超音波
の送受信機能を有する複数の超音波トランスデューサを含む超音波用探触子（プローブ）
が用いられる。このような超音波用探触子を用いて、複数の超音波を合波することにより
形成される超音波ビームによって被検体を走査し、被検体内部において反射された超音波
エコーを受信することにより、超音波エコーの強度に基づいて被検体に関する画像情報が
得られる。さらに、この画像情報に基づいて、被検体に関する２次元又は３次元画像が再
現される。このような超音波ビームを用いた走査方法の１つとして、被検体の扇状の２次
元領域を走査する、いわゆるセクタ走査が知られている。
【０００３】
　セクタ走査は、元来、人体の肋間から心臓を観察するための手法として開発されたもの
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である。一般的に、セクタ走査においては、送信点から被検体の深さ方向に延びる複数の
超音波ビームが被検体内に扇状に順次送信され、これらの超音波ビームによって、図５に
示すように、被検体の扇状の２次元領域が等間隔の角度で走査される。
【０００４】
　被検体から反射される超音波エコーを受信する際には、各々の超音波ビーム（音線）に
沿って被検体の深さ方向に等間隔で分布する複数のサンプリングポイントの各々から反射
される超音波エコーに基づく複数の受信信号に対して位相整合処理が施されて、超音波エ
コーの焦点が絞り込まれた音線信号（走査線信号）が得られる。さらに、その音線信号が
検波されると共に、走査方式を変換する処理が施されることにより、通常の表示装置に超
音波画像を表示させるための画像信号が得られる。このようにして得られた超音波画像は
、心臓については断層心エコー図と呼ばれている。
【０００５】
　しかしながら、セクタ走査においては、扇状に形成された超音波ビームによって被検体
を走査することにより音線データが得られるので、被検体に対する深度が大きくなるにつ
れて音線の密度が低下する。従って、被検体の深部においては、画像の解像度が低下する
と共に、モアレパターン等のアーチファクトが発生してしまうという問題がある。そこで
、隣接する２つの音線の間の画像情報を補間することによって、画質の劣化を改善するこ
とが行われている。
【０００６】
　図６を参照しながら、画像情報の補間処理について説明する。図６には、２本の超音波
ビームＡ及びＢが示されており、これらの超音波ビームが被検体の各部分において反射さ
れて生じる超音波エコーに基づいて、画素Ａ１～Ａ５及びＢ１～Ｂ５における画像情報が
得られる。ところが、超音波ビームの中心が通過しない画素Ｘにおける画像情報は得られ
ないので、例えば、画素Ａ２、Ａ３、Ｂ２、Ｂ３における画像情報を用いて、画素Ｘにお
ける画像情報が補間される。画像情報の補間処理に関する詳細については、非特許文献１
に記載されている。
【０００７】
　関連する技術として、下記の特許文献１には、システムのフレーム率を低下させること
なく分解能を高める音響イメージング装置及びその方法が開示されている。この音響イメ
ージング装置においては、通常は再構成プロセス時に失われる信号位相情報を利用して、
イメージの分解能を高めるために、信号処理順が変更される。即ち、変換器によって発生
する信号を検出し、制限を加えて処理を行う前に、信号に対して走査変換又はデータ補間
が施される。
【０００８】
　下記の特許文献２には、複数方向受信可能な超音波診断装置において、Ｓ／Ｎ比を向上
させ、診断能の高い画像を得ることが開示されている。この超音波診断装置は、１回の送
信によって得られる複数の受信ビームの内で送信中心の移動後に重複する受信ビームをラ
インメモリに記憶し、受信ビームが重なるように送信中心を移動させると共に、重複する
受信ビームと前回ラインメモリに記憶した受信ビームとを加算平均回路で処理し、これを
順次フレームメモリに記憶して１つの画像を得る。これにより、Ｓ／Ｎ比を改善すること
ができる。
【０００９】
　下記の特許文献３には、サンプリングされた複数地点間における画像データの正確な輝
度情報を演算により再現することが可能な超音波走査変換装置が開示されている。この超
音波走査変換装置においては、サンプリングされた輝度情報とそれに隣接するサンプリン
グされた輝度情報との変化量を算出してこれを符号化し、これが後者の画像情報データに
付加される。そして、補間算出手段によって前記差の付加された画像情報データと隣接す
る画像情報データとの比例演算が行われ、これを前記符号化された差分の符号によって補
正して、真の輝度情報に近い隣接する画像データ間のデータ算出が行われる。
【００１０】
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　以上の特許文献においては、超音波エコーの焦点を絞り込むための位相整合と、位相整
合後における音線信号（走査線信号）から表示用の画像信号への走査変換とを別個に行っ
ているので、画像信号生成時の負担は軽いが、画質には改善の余地が残っている。
【非特許文献１】（社）日本電子機械工業会編「改訂医用超音波機器ハンドブック」（株
）コロナ社、１９８５年４月２０日初版発行、ｐ．１００－１０２
【特許文献１】特許第３４０８２８４号公報（第３頁、図３）
【特許文献２】特開平８－３８４７２号公報（第１～２頁、図１）
【特許文献３】特開平３－１６２８４１号公報（第２～３頁、第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　そこで、上記の点に鑑み、本発明は、超音波の送受信によって得られる超音波エコー情
報を有効に活用することにより、画質が改善された超音波画像を得ることができる超音波
撮像装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決するため、本発明に係る超音波撮像装置は、複数の駆動信号に従って超
音波ビームを形成して被検体に送信すると共に、被検体から反射される超音波エコーを受
信して複数の受信信号をそれぞれ生成する複数の超音波トランスデューサを含む超音波用
探触子と、超音波用探触子から複数の異なる送信方向に複数の超音波ビームを順次送信す
ることによって被検体を所定の走査範囲に渡って走査するように、複数の駆動信号を複数
の超音波トランスデューサにそれぞれ供給する送信手段と、複数の超音波トランスデュー
サが超音波エコーを受信することによって得られる複数の受信信号に対して位相整合処理
を施すことにより、被検体の走査範囲に含まれる全ての画素における超音波エコーの波形
情報を表す波形信号を生成する走査方式変換手段と、走査方式変換手段によって生成され
た波形信号に基づいて、被検体の走査範囲に含まれる全ての画素における輝度を表す画像
信号を生成する画像信号生成手段と、複数の異なる送信方向について画像信号生成手段に
よって生成された複数種類の画像信号をそれぞれ格納する格納手段と、格納手段に格納さ
れている複数種類の画像信号によって表される画像を合成することにより１種類の画像信
号を求める画像合成手段とを具備する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、複数の超音波トランスデューサが超音波エコーを受信することによっ
て得られる複数の受信信号に対して位相整合処理を施すことにより、被検体の走査範囲に
含まれる全ての画素における超音波エコーの波形情報を表す波形信号を生成するので、超
音波の送受信によって得られる超音波エコー情報を有効に活用して、画質が改善された超
音波画像を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照しながら詳しく説明す
る。なお、同一の構成要素には同一の参照番号を付して、説明を省略する。
　図１は、本発明の一実施形態に係る超音波撮像装置の構成を示すブロック図である。こ
の超音波撮像装置は、被検体に当接させて用いられる超音波用探触子（プローブ）１と、
超音波用探触子１に接続された超音波撮像装置本体２とによって構成され、超音波用探触
子１から被検体に向けて超音波ビームを送信し、被検体から反射された超音波エコーを受
信して超音波画像を生成する。
【００１５】
　超音波用探触子１は、１次元又は２次元のトランスデューサアレイ（「アレイトランス
デューサ」ともいう）１１を構成する複数の超音波トランスデューサ１１ａを備えている
。これらの超音波トランスデューサ１１ａは、信号線を介して超音波撮像装置本体２に接
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続される。
【００１６】
　各々の超音波トランスデューサ１１ａは、例えば、ＰＺＴ（チタン酸ジルコン酸鉛：Pb
(lead) zirconate titanate）に代表される圧電セラミックや、ＰＶＤＦ（ポリフッ化ビ
ニリデン：polyvinylidene difluoride）に代表される高分子圧電素子等の圧電性を有す
る材料（圧電体）の両端に電極を形成した振動子によって構成される。また、近年におい
て、超音波トランスデューサの感度及び帯域向上に寄与するとして期待が寄せられている
ＰＺＮＴ（鉛、亜鉛、ニオブ、チタンを含む酸化物）単結晶を含む圧電材料を用いても良
い。
【００１７】
　このような振動子の電極に、パルス状又は連続波の電気信号を送って電圧を印加すると
、圧電体が伸縮する。この伸縮により、それぞれの振動子からパルス状又は連続波の超音
波が発生し、これらの超音波の合成によって超音波ビームが形成される。また、それぞれ
の振動子は、伝搬する超音波を受信することによって伸縮し、電気信号を発生する。これ
らの電気信号は、受信信号として出力される。
【００１８】
　超音波撮像装置本体２は、複数の切換回路２０と、複数の送信回路２１と、複数の受信
回路２２と、コンピュータ３０と、記録部４０と、表示部５０とを含んでいる。
　複数の切換回路２０は、超音波の送信時において、超音波用探触子１に内蔵されている
複数の超音波トランスデューサ１１ａを複数の送信回路２１にそれぞれ接続し、超音波の
受信時において、複数の超音波トランスデューサ１１ａを複数の受信回路２２にそれぞれ
接続する。
【００１９】
　複数の送信回路２１の各々は、Ｄ／Ａコンバータと、Ａ級パワーアンプとを含んでいる
。Ｄ／Ａコンバータは、コンピュータ３０から供給される波形データに基づいて、超音波
ビームの送信方向に応じた遅延量を有する駆動信号を生成する。パワーアンプは、この駆
動信号を増幅して、超音波用探触子１に供給する。
【００２０】
　複数の受信回路２２の各々は、プリアンプと、Ａ／Ｄ（アナログ／ディジタル）変換器
とを含んでいる。各々の超音波トランスデューサ１１ａから出力される受信信号は、プリ
アンプによって増幅され、Ａ／Ｄ変換器によってディジタル信号に変換される。なお、Ａ
／Ｄ変換器のサンプリング周波数としては、少なくとも超音波の周波数の１０倍程度の周
波数が必要であり、超音波の周波数の１６倍以上の周波数が望ましい。また、Ａ／Ｄ変換
器の分解能としては、１０ビット以上が望ましい。
【００２１】
　コンピュータ３０は、記録部４０に記録されているソフトウェア（制御プログラム）に
基づいて超音波の送受信を制御する。記録部４０としては、ハードディスク、フレキシブ
ルディスク、ＭＯ、ＭＴ、ＲＡＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、又はＤＶＤ－ＲＯＭ等の記録媒体を用
いることができる。コンピュータ３０とソフトウェアとによって、走査制御部３１と、波
形データ生成部３２と、走査方式変換部３５と、画像データ生成部３６と、画像合成部３
８と、画像処理部３９とが、機能ブロックとして実現される。また、コンピュータ３０は
、送信メモリ３３、受信メモリ３４、及び、複数の画像メモリ３７を有している。
【００２２】
　走査制御部３１は、超音波ビームの送信方向と、超音波エコーの受信方向及び焦点位置
とを順次設定する。波形データ生成部３２は、走査制御部３１の制御の下で、送信メモリ
３３に格納されている波形データを順次読み出し、複数の送信回路２１に出力する。これ
らの送信回路２１は、波形データに基づいて複数の駆動信号をそれぞれ生成し、超音波用
探触子１に含まれている複数の超音波トランスデューサ１１ａに供給する。
【００２３】
　一方、受信メモリ３４は、複数の受信回路２２のＡ／Ｄ変換器から出力されるディジタ
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ルの受信信号を、超音波トランスデューサ毎に時系列に格納する。走査方式変換部３５は
、受信メモリ３４に格納されている複数の受信信号に対して位相整合処理を施すことによ
り、表示装置に表示すべき全ての画素における超音波エコーの波形情報を表す波形信号を
生成する。このようにして、セクタスキャン方式に従って被検体を走査することによって
得られたＲ－θ座標の受信信号が、通常の表示装置において用いられる走査方式に従うＸ
－Ｙ座標の波形信号に変換される。
【００２４】
　画像信号生成部３６は、走査方式変換部３５によって生成された波形信号に基づいて、
表示装置に表示すべき複数の画素における輝度を表す画像信号を生成する。例えば、画像
信号生成部３６は、波形信号によって表される波形の実効値を求めたり、波形信号によっ
て表される波形のエンベロープを検出することによって、画像信号を生成する。さらに、
画像信号生成部３６は、生成された画像信号に対して、対数圧縮処理を施すようにしても
良い。
【００２５】
　複数の画像メモリ３７は、複数の異なる送信方向について画像信号生成部３６によって
生成された複数種類の画像信号をそれぞれ格納する。例えば、第１の画像メモリ３７は、
第１の送信方向について生成された第１の画像信号を格納する。同様に、第２の画像メモ
リ３７は、第２の送信方向について生成された第２の画像信号を格納する。
【００２６】
　画像合成部３８は、複数の画像メモリ３７にそれぞれ格納されている複数種類の画像信
号によって表される画像を合成することにより１種類の画像信号を求める。その際に、画
像合成部３８は、複数の画像メモリ３７にそれぞれ格納されている複数種類の画像信号に
よってそれぞれ表される複数の輝度値を加算平均しても良いし、重み付けのためにこれら
の輝度値に所定の係数を掛けて加算しても良いし、１画面を構成する複数のセクションの
画像をそれぞれ表す複数種類の画像信号を組み合わせることにより１種類の画像信号を求
めても良い。
【００２７】
　画像処理部３９は、画像合成部３８から出力される画像信号に対して、階調処理や輪郭
強調処理等の画像処理を必要に応じて施す。表示部５０は、例えば、ＣＲＴやＬＣＤ等の
表示装置を含んでおり、画像処理部３９から出力される画像信号に基づいて、超音波画像
を表示する。
【００２８】
　次に、本実施形態に係る超音波撮像装置の動作について説明する。
　図２は、図１に示すトランスデューサアレイを拡大して示す図である。トランスデュー
サアレイ１１には、Ｎ個の超音波トランスデューサ（以下、「エレメント」ともいう）が
含まれている。ここで、Ｎ個のエレメントの振動面に沿ってＸ軸をとり、トランスデュー
サアレイ１１の中心においてこれらの振動面を含む平面と直交するようにＹ軸をとる。
【００２９】
　また、それぞれのエレメントのチャンネル番号をｃｈで表し、チャンネル番号ｃｈのエ
レメントの位置ベクトルをａ（ｃｈ）とし、超音波ビームが送信される被検体の内部にあ
る点Ｐの位置ベクトルをｒとし、送信方向を変化させながら超音波ビームを送信する際の
送信方向の順番をｎＴｘとする。１つの方向に１回しか超音波ビームを送信しない場合に
は、ｎＴｘは送信回数に相当し、以下においてはその場合について説明する。
【００３０】
　ここで、時間間隔Δｔで離散化された時刻をｉで表し、チャンネル番号ｃｈのエレメン
トを用いて第ｎＴｘ回目の送信で得られた受信信号の時間変化波形をｓ（ｃｈ，ｎＴｘ，
ｉ）とし、第ｎＴｘ回目の送信で得られた点Ｐ（位置ベクトルｒ）方向からのエコー波形
をｅ（ｒ，ｉ，ｎＴｘ）とし、第ｎＴｘ回目の送信で得られた点Ｐにおけるエコー強度（
輝度値のベースとなる値）をｂ（ｒ，ｎＴｘ）とし、点Ｐ方向からの超音波エコーに基づ
く複数の受信信号に対して位相整合処理を施す際にチャンネル番号ｃｈのエレメントから
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の受信信号に与える遅延量をｉＯＦＦ（ｃｈ，ｒ）とし、位相整合処理を施す際の重み付
け係数をｗ（ｃｈ，ｎＴｘ）とする。
【００３１】
　走査方式変換部３５は、次式（１）を用いて位相整合を行うことにより、受信信号の時
間変化波形に基づいて、点Ｐ方向からのエコー波形ｅ（ｒ，ｉ，ｎＴｘ）を表す波形信号
を生成する。
【数１】

式（１）において、遅延量ｉＯＦＦ（ｃｈ，ｒ）は、次式（２）によって与えられる。

【数２】

式（２）において、記号ｃは、被検体中における超音波の音速を示している。
【００３２】
　点Ｐ（位置ベクトルｒ）は、通常の表示装置において用いられる画素の位置（Ｘ，Ｙ）
を表しており、従って、セクタスキャン方式に従って被検体を走査することによって得ら
れたＲ－θ座標の受信信号が、通常の表示装置において用いられる走査方式に従うＸ－Ｙ
座標の波形信号に変換される。
【００３３】
　ここで、走査方式変換部３５は、１つの送信方向について得られる複数の受信信号に基
づいて、被検体の走査範囲に含まれる全ての画素のそれぞれについて超音波エコーの波形
情報を表す１種類の波形信号を生成する。従って、複数の送信方向について、複数種類の
波形信号が生成されることになる。また、点Ｐ（位置ベクトルｒ）は、表示装置において
表示すべき各々の画素の位置（Ｘ，Ｙ）を表しているので、走査方式変換部３５は、波形
信号に対して補間処理を施すことなしに、被検体の走査範囲に含まれる全ての画素につい
ての波形信号を生成することができる。
【００３４】
　画像信号生成部３６は、次式（３）を用いることにより、走査方式変換部３５によって
生成された波形信号に基づいて、表示装置に表示すべき複数の画素における輝度値のベー
スとなるエコー強度ｂ（ｒ，ｎＴｘ）を表す画像信号を生成する。
　　　ｂ（ｒ，ｎＴｘ）＝function｛ｒ，ｅ（ｒ，ｉ，ｎＴｘ）｝　・・・（３）
ここで、エコー波形からエコー強度を求める方法（関数functionに相当）としては、様々
な方法を用いることができるが、その一例について、図３を参照しながら説明する。
【００３５】
　図３に、本実施形態におけるエコー波形と画像情報との対応関係を示す。画像信号生成
部３６は、第ｎＴｘ回目の送信におけるエコー波形ｅ（ｒ，ｎＴｘ，ｉ）を表す波形信号
に対して、点Ｐの位置ベクトルｒに基づいて、波形の一部を切り出すための時間窓（範囲
ＴＲｘ）を設定し、範囲ＴＲｘにおけるエコー波形の実効値を求めて、輝度値のベースと
なるエコー強度ｂ（ｒ，ｎＴｘ）とする。図３には、範囲ＴＲｘにおけるエコー波形の拡
大図と、範囲ＴＲｘにおける波形から得られる画像情報の画面上における位置とが示され
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ている。
【００３６】
　このようにして、被検体の深さ方向に沿って超音波の受信及び信号処理を繰り返すこと
により、１つの画面を表す１種類の画像信号が得られる。これを被検体内の走査領域に対
応させて考えると、まず、第１の送信方向に向けて超音波ビームの送信を行い、被検体の
深さ方向に沿って超音波の受信及び信号処理を繰り返すことにより、図４の（Ａ）に示す
ように、複数本（例えば、５～７本）の走査線を含むセクションＳ１における輝度が明る
い第１の画像信号が得られる。第１の画像信号において、セクションＳ１以外の部分は、
強い反射源がなければ、暗い画像となる。
【００３７】
　次に、送信方向を変えて、第２の送信方向に向けて超音波ビームの送信を行い、被検体
の深さ方向に沿って超音波の受信及び信号処理を繰り返すことにより、図４の（Ｂ）に示
すように、セクションＳ２における輝度が明るい第２の画像信号が得られる。このように
して超音波の送受信を繰り返し、最後に、第Ｍの送信方向に向けて超音波ビームの送信を
行い、被検体の深さ方向に沿って超音波の受信及び信号処理を繰り返すことにより、図４
の（Ｃ）に示すように、セクションＳＭにおける輝度が明るい第Ｍの画像信号が得られる
。
【００３８】
　画像合成部３８は、第１～第Ｍの画像信号を合成することにより、コントラストが改善
された１種類の画像信号を得ることができる。画像合成部３８は、第１～第Ｍの画像信号
によってそれぞれ表される複数の輝度値を加算平均しても良いし、重み付けのためにこれ
らの輝度値に所定の係数を掛けて加算しても良い。このように、各部において送信ビーム
の強さが異なる画像信号を重ね合わせることにより、スペックルパターンの成分を低減す
ることができる。なお、スペックルパターンとは、臓器内に存在する多数の構造物がエコ
ー源となって一群の超音波パルスが加算される際に、波の干渉によって明るい点と暗い点
とが散在するエコーパターンのことをいう。
【００３９】
　あるいは、走査方式変換部３５が、第１～第Ｍの送信方向についてセクションＳ１～Ｓ

Ｍの波形信号をそれぞれ生成し、画像信号生成部３６が、第１～第Ｍの送信方向について
セクションＳ１～ＳＭの画像信号をそれぞれ生成し、画像合成部３８が、１画面を構成す
るセクションＳ１～ＳＭの画像をそれぞれ表す第１～第Ｍの画像信号を組み合わせること
により、１種類の画像信号を求めても良い。
【００４０】
　以上においては、超音波の送信と、受信及び信号処理とを交互に行う例について説明し
たが、全ての送信方向について超音波の受信を完了した後に信号処理を行うようにしても
良い。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本発明は、超音波を送受信して被検体の超音波画像を表示することにより、生体内の臓
器の診断や非破壊検査を行うために用いられる超音波撮像装置において利用することが可
能である。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明の一実施形態に係る超音波撮像装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示すトランスデューサアレイを拡大して示す図である。
【図３】本発明の一実施形態におけるエコー波形と画像情報との対応関係を示す図である
。
【図４】本発明の一実施形態における画像信号と被検体内の走査領域との対応を示す図で
ある。
【図５】セクタ走査方式を説明するための図である。
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【図６】画像情報の補間処理について説明するための図である。
【符号の説明】
【００４３】
　１　超音波用探触子
　２　超音波撮像装置本体
　１１　トランスデューサアレイ
　１１ａ　超音波トランスデューサ
　２０　切換回路
　２１　送信回路
　２２　受信回路
　３０　コンピュータ
　３１　走査制御部
　３２　波形データ生成部
　３３　送信メモリ
　３４　受信メモリ
　３５　走査方式変換部
　３６　画像信号生成部
　３７　画像メモリ
　３８　画像合成部
　３９　画像処理部
　４０　記録部
　５０　表示部

【図１】 【図２】
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【図５】
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